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１ 地域医療体制         

  ● 道民の死因の大きな部分を占め、疾病の経過の中で複数の医療機関により医療が提供されることの多い「がん」「脳卒中」「心

筋梗塞等の心血管疾患」「糖尿病」「精神疾患」の５疾病と、地域医療を確保する上で重要な「救急医療」「災害医療」「へき地

医療」「周産期医療」「小児医療」「新興感染症発生・まん延時における医療」の６事業及び「在宅医療」について、第二次医療

圏ごとに「北海道医療計画地域推進方針」を令和６年度に策定し、地域の実情に応じた医療提供体制の構築と円滑な推進に向けた

取り組みを進めています。 

 ● また、平成28年度に北海道医療計画の一部として策定された地域医療構想は、いわゆる団塊の世代が75歳以上となる令和7年

（2025年）に向けて、病床機能の分化・連携や在宅医療の充実などに取り組んできました。今後は、85歳以上の高齢者の増加や生

産年齢人口の減少が進む2040年とその先を見据え、遅くとも2028年度までに新たな地域医療構想を策定します。地域住民が必要な

医療・介護を適切に受けられるとともに、医療従事者の持続可能な働き方の両立を図りながら、地域の実情に応じた医療提供体制

の構築を目指します。 

 ● 社会環境やライフスタイルの変化に伴う住民ニーズの多様化などにより、保健医療福祉を取り巻く環境は著しく変化していま

す。精神障害の有無や程度にかかわらず、誰もが地域の一員として安心して自分らしい暮らしをすることができるよう、支援関

係者などとの重層的な連携による支援体制の構築を目指し取り組みを進めています。  

   

 

◎病院・診療所の数及び病床数                                         令和８年３月３１日現在 

第 二 次 

保健医療福祉圏 

第 一 次 

保健医療福祉圏 

病  院 診 療 所 歯科診 

療所数 数 病 床 数 数 病 床 数 

西胆振保健医療福祉圏 ３市３町 21 4,357 103 48 74 

東胆振保健医療福祉圏 １市４町 15 2,457 96 206 86 

胆振管内 ４市７町 36 6,814 199 254 160 

全  道  521 86,135 3,531 4,451 2,683 

胆振の全道比率（％）  6.9 7.9 5.6 5.7 5.9 

※全道の数値は、令和８年４月1日現在。このため全道比率は参考数値。（出典：保健福祉部調査） 

◎医療機関の指定状況                                          令和８年３月３１日現在 

区 分 

 

 

圏域名 

地域セン

ター病院 

へき地医

療拠点病

院 

二次救急

輪番制参

加病院 

小児救急

医療支援

事業参加

病院 

小児地域

医療セン

ター 

小児地域

支援病院 

災害拠点

病院 

地域周産

期母子医

療センタ

ー 

西胆振保健医療福祉圏 ２ １ ７ ２ １ １ ４ １ 

東胆振保健医療福祉圏 １ ０ ２ １ １ １ ２ ２ 

合   計 ３ １ ９ ３ ２ ２ ６ ３ 

 

区 分 

 

圏域名 

がん診療 

拠点病院 

脳卒中急 

性期医療 

急性心筋 

梗塞急性 

期医療 

在宅療養 

支援病院 

在宅療養 

支援診療 

所 

新興感染症発

生・まん延時

における医療 

西胆振保健医療福祉圏 １ ２ ２ ２ ５ ４３ 

東胆振保健医療福祉圏 １ ２ ２ ３ ６ ４７ 

合    計 ２ ４ ４ ５ １１ ９０ 

 

◎精神科医療体制及び精神障害者状況                                  令和８年３月３１日現在 

 精神科 精神科救急医療体制整備事業 認知症疾患 

医療ｾﾝﾀｰ 

自立支援医療（人） 

（その他通院含む） 病院 許可病床数 指定病床数 診療所 病院 相談 診療 措置 医療保護 

西胆振保健医療福祉圏 7 1,392 30 4 4 84 35 0 27 4 3,616 

東胆振保健医療福祉圏 3 693 3 1 3 144 53 0 23 1 3,694 

胆振管内 計 10 2,085 33 5 7 228 88 0 50 5 7,310 
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２ 歯科保健医療       

  ● 平成２１年６月に制定された「北海道歯・口腔の健康づくり推進条例」に基づき、永久歯のむし歯予防を図るため、市町、教育

委員会、歯科医師会等の関係団体と連携を図りながら、管内全ての小学校、中学校、保育所等においてフッ化物洗口を実施される

よう取組を進めています。 

 

  ◎保育所等におけるフッ化物洗口普及状況 

 保育所・幼稚園・認定こども園 

実施数 全施設数 

西胆振保健医療福祉圏 46 46 

東胆振保健医療福祉圏 38 49 

胆振管内 計 84 95 

・実施数：令和７年３月３１日現在  ・全施設数：令和７年４月１日現在    

 

３ 感染症対策     

 ● 感染症に関する正しい知識の啓発、感染症の流行状況の把握や適切な情報提供のほか、結核、エイズ及び肝炎対策として検診の

実施など、感染症発生の予防・まん延防止対策に努めています。 

 

 ◎感染症の届出件数(結核・新型コロナウイルス感染症を除く） 

 一類(7疾病） 二類(5疾病） 三類（5疾病） 四類(43疾病） 五類(22疾病） 五類定点(26疾病） 

西胆振保健医療福祉圏 － － ７ ６ ７５ １０ 

東胆振保健医療福祉圏 － － １０ ５ ８７ １０ 

・令和６年１２月３１日現在            （注）五類定点については、集団として取り扱った件数 

 

◎結核患者の罹患率  （人口１０万対） 

罹 患 率 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

北 海 道 ７．４ ７．３ ６．５ ５．５ ５．８ ５．３ 

西胆振保健医療福祉圏 ６．１ ６．８ ５．７ ５．９ ７．８ ９．１ 

東胆振保健医療福祉圏 ３．４ ６．８ ６．４ ４．０ ４．０ ８．１ 

 

４ 子育て支援 

● 少子化が進行する中、だれもが安心して子どもを生み育てることができ、子どもが健やかに成長できる環境を整備するため、母

子保健体制の充実、子育て支援体制、保育体制の充実、女性の健康相談等の相談体制の充実、児童虐待防止対策の強化、母子家庭

への支援など、保健、福祉サービスの提供に取り組んでいます。 

                        

  ◎出生数、出生率の推移                                           「北海道保健統計年報」 

 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 

出 生 数

(人) 

 西胆振保健医療福祉圏 1,117 1,062 1,014 952 879 869 765 710 

 東胆振保健医療福祉圏 1,519 1,411 1,407 1,318 1,276 1,216 1,061 1,005 

 胆振管内 計 2,636792 2,503 2,421 2,270 2,155 2,085 1,826 1,715 

 全 道 36,695 34,040 32,642 31,020 29,523 28,762 26,407 24,430 

出 生 率

（人口千対） 

 西胆振保健医療福祉圏 6.0 5.8 5.6 5.3 5.0 5.0 4.5 4.3 

 東胆振保健医療福祉圏 7.2 6.9 6.8 6.4 6.2 6.0 5.3 5.0 

 胆振管内 計 6.6 6.4 6.2 5.9 5.6 5.5 4.9 4.7 

 全 道 6.6 6.4 6.2 6.0 5.7 5.6 5.2 4.8 

 


